
１０月８日クリスタルコーラスと旭川混声合唱団との交流演奏会。
大友幸世さんの独唱が行われ、苫前最後のステージとなった。
大友さんは、平成１３年に夫とともにふるさと苫前町へ在住。
以後、クリスタルコーラスとともに活動し、
町内小中学校や町主催事業など、数多くの舞台に出演され、
その歌声は、観衆の心に響きわたり、
オペラの奥深さを身近に伝えてきた。
大友さんは、夫とともに思い出の地
「鹿児島」で新たな挑戦を始める。



全
女
性
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、

苫
前
町
の
ほ
か

羽
幌
町
、
初
山

別
村
の
女
性
二
五
〇
名
が
参
加
。「
家

族
み
ん
な
で
交
通
安
全
」
を
合
言
葉

に
地
域
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
を
確

認
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
三
町
村
の
女
性

団
体
が
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
委

員
長
の
林
千
代
美
さ
ん
が
「
心
に
も

し
っ
か
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
胸
に
刻

み
、
安
心
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
講
演
で
は
、
交
通
事

故
被
害
者
の
会
の
長
瀬
初
美
さ

ん
（
旭
川
市
）
が
、
突
然
、
交

通
事
故
で
父
母
を
亡
く
し
た
体

験
談
が
涙
な
が
ら
に
報
告
さ
れ
、

参
加
者
は
交
通
事
故
の
悲
惨
さ

や
家
族
の
悲
痛
な
心
情
を
知
り
、

交
通
事
故
撲
滅
を
誓
い
合
っ
た
。
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家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
！

交
通
安
全
女
性
サ
ミ
ッ
ト
２
０
０
５

白
府
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
バ

ッ
ト
販
売
を
行
う
水
谷
商
会
に
入

社
。
翌
年
上
平
に
、
工
場
を
立
ち
上

げ
、
軟
式
バ
ッ
ト
製
造
を
手
が
け
、

日
高
産
ア
オ
ダ
モ
バ
ッ
ト
を
生
産
し

販
路
を
拡
大
。
昭
和
五
十
二
年
金
属

バ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
上
平
で
の

バ
ッ
ト
製
造
を
取
り
や
め
、
日
高
産

ア
オ
ダ
モ
に
よ
る
硬
式
バ
ッ
ト
に
専

念
。
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
日
高
バ

ッ
ト
協
同
組
合
の
バ
ッ
ト
製
造
責
任

者
と
し
て
、
バ
ッ
ト
部
長
を
務
め
、

現
在
も
プ
ロ
野
球
選
手
の
バ
ッ
ト
を

供
給
し
、
そ
の
業
界
で
も
一
目
お
か

れ
て
い
る
。

寄
贈
を
受
け
廣
瀬
教
育
長
は
「
こ

れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
物
は
他
に
は
な

く
、
教
育
財
産
は
も
と
よ
り
観
光
資

源
と
し
て
も
貴
重
。子
ど
も
た
ち
へ
、

夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
た
。

寄
贈
さ
れ
た
バ
ッ
ト
は
、
町
民
文

化
展
で
公
開
さ
れ
た
。

白
府
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
五
年
に

起
業
し
、
四
十
五
年
間
に
亘
り
、
バ

ッ
ト
製
造
一
筋
で
こ
ら
れ
た
方
。
贈

呈
式
は
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
で
行
わ

れ
、
白
府
さ
ん
か
ら
「
四
十
五
年
間
、

健
康
で
現
役
と
し
て
過
ご
せ
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
、
バ
ッ
ト
業
の
証
と
し

て
寄
贈
し
ま
す
」
と
、
野
球
解
説
で

お
馴
染
み
の
掛
布
雅
之
さ
ん
の
サ
イ

ン
入
り
バ
ッ
ト
（
札
幌
円
山
球
場
で

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
バ
ッ
ト
）
他
十
五
本

を
廣
瀬
教
育
長
に
手
渡
し
た
。

白府義雄さん（字上平）が、45
年に亘るバットづくり人生の節目
に、収集したプロ野球選手サイン入
りバットなど15本を町公民館へ寄
贈。満80歳を迎える10月16日に贈
呈式が行われた。

九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
伴
う
苫
前

町
教
育
委
員
に
、
伊
藤
信
行
氏
（
字
岩

見
56
歳
＝
農
業
）
を
再
任
し
、
辞
令
交

付
が
行
わ
れ
た
。

伊
藤
教
育
委
員
は
、
平
成
十
三
年
十

月
一
日
に
任
命
さ
れ
、今
回
が
二
期
目
。

町
長
か
ら
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
、「
四

年
間
は
無
我
夢
中
で
し
た
。
社
会
的
に

問
題
と
な
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
や
校

内
暴
力
の
低
年
齢
化
な
ど
、
学
校
教
育

の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
の
原
点

で
あ
る
親
の
教
育
力
向
上
を
目
指
し
、

微
力
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

十
月
十
一
日
早
朝
六
時
三
十
分
こ
ろ

苫
前
沖
に
お
い
て
、
漁
業
太
田
信
之
さ

ん
（
50
才
＝
恵
比
須
丸
）
が
ヒ
ラ
メ
漁

で
、
ハ
ナ
オ
コ
ゼ
を

発
見
し
捕
獲
し
た
。

ハ
ナ
オ
コ
ゼ
は
、

ア
ン
コ
ウ
目
イ
ザ
リ

ウ
オ
科
の
一
種
。
茶

褐
色
と
黄
色
の
マ
ダ
ラ
模
様

で
、
体
長
15

。
胸
鰭
（
む

な
び
れ
）
が
足
の
よ
う
で
、

同
種
の
イ
ザ
リ
ウ
オ
は
、
砂

の
上
を
歩
く
魚
と
し
て
有

名
。
主
に
は
、
熱
帯
地
方
に

生
息
し
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
な
ど

の
流
れ
藻
に
棲
み
つ
き
、
黒
潮
に
乗
っ

て
本
州
ま
で
北
上
す
る
が
、
苫
前
沖
合

い
ま
で
来
る
の
は
珍
し
い
。

太
田
さ
ん
は
、

「
初
め
て
み
る
魚
。

日
本
海
に
お
け
る
暖

流
の
流
れ
の
影
響
で

は
な
い
か
」
と
驚
き

の
様
子
。

こ
の
ハ
ナ
オ
コ
ゼ
は
、
水

槽
で
十
日
間
生
存
し
た
が
、

現
在
ホ
ル
マ
リ
ン
に
漬
け
ら

れ
、
北
る
も
い
漁
協
苫
前
支

所
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

十
月
二
十
一
日
町
公
民
館
で
、
羽

幌
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会
（
会

長
松
谷
吉
男
）
主
催
に
よ
る
交
通
安

町長から辞令を受ける伊藤教育委員

バットを寄贈する白府義雄さん（右)

※印はサイン入りバット。他にプロトレーニング用バット１本も寄贈

寄贈されたプロ野球選手のバット一覧

教
育
委
員
　

伊
藤
信
行
氏
に

辞
令（
再
任
）交
付

バットづくりに45年！ 白府義雄さん 
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ハ
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オ
コ
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！

ハ
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コ
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珍
魚
に
ビ
ッ
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ハ
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オ
コ
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！

ハ
ナ
オ
コ
ゼ
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ハ
ナ
オ
コ
ゼ
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セ
ン
チ

女性３名が決議文を読み上げ、
サミットを締めくくった



こ
の
度
、
北
海
道
綱
引
連
盟
（
石

崎
岳
会
長
＝
札
幌
市
）
か
ら
、
次
代

を
担
う
小
中
学
生
の
綱
引
競
技
の
普

及
を
目
指
し
、
苫
前
町
に
綱
引
き
レ

ー
ン
マ
ッ
ト
及
び
巻
取
り
機
一
式
、

一
般
綱
引
き
用
ロ
ー
プ
一
本
、
少
年

綱
引
き
用
ロ
ー
プ
五
本
、
時
価
に
す

る
と
二
百
五
万
三
千
八
百
円
相
当
が

寄
贈
さ
れ
た
。

同
連
盟
で
は
、
北
京
で
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
公
開
競
技
に
予
定
さ
れ
て
い

る
綱
引
競
技
で
、
か
つ
て
の
綱
引
き

王
国
の
復
活
を
目
指
し
、
青
少
年
の

競
技
力
向
上
に
向
け
の
寄
贈
。
苫
前

町
で
は
、
少
年
用
綱
引
き
ロ
ー
プ
を

町
内
小
中
学
校
に
配
布
し
、
綱
引
き

競
技
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら

い
、
綱
引
き
レ

ー
ン
マ
ッ
ト
と

一
般
用
綱
引
き
ロ
ー
プ
な
ど
は
町
社

会
体
育
館
で
保
管
し
、
競
技
愛
好
者

ら
の
普
及
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
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十
月
九
日
町
公
民
館
に
お
い
て
、

海
外
で
の
公
演
実
績
も
あ
る
旭
川
混

声
合
唱
団
（
団
長
高
瀬
勝
義
）
と
ク

リ
ス
タ
ル
コ
ー
ラ
ス
（
代
表
岡
田
茂

美
）
の
交
流
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
迫

力
あ
る
混
声
が
会
場
に
響
き
渡
っ
た
。

旭
川
混
声
合
唱
団
で
は
、
オ
ロ
ロ

ン
鳥
を
題
材
と
し
た
混
声
合
唱
組
曲

「
海
鳥
の
詩
」
を
手
が
け
、
天
売
島
に

近
い
町
で
の
演
奏
会
を
計
画
。
コ
ー

ラ
ス
サ
ー
ク
ル
の
あ
る
苫
前
町
で
の

開
催
と
な
り
、
組
曲
「
海
鳥
の
詩
」

や
北
海
道
民
謡
な
ど
全
十
曲
を
披
露
。

「
大
地
讃
頌
」
や
「
小
さ
な
世
界
」
な

ど
三
曲
が
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ラ
ス
と

の
合
唱
と
な
っ
た
。
本
格
的
な
混
声

で
の
合
唱
を
終
え
て
、
同
サ
ー
ク
ル

岡
田
代
表
は
「
混
声
で
の
発
表
は
初

め
て
。
深
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
溶
け
込

む
感
覚
が
気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
興
奮
気
味
。
旭

川
混
声
合
唱
団
指
揮
者
の
白
井
暢
明

さ
ん
も
、「
若
々
し
く
、
は
つ
ら
つ
と

し
た
、
さ
わ
や
か
な
合
唱
団
で
す
ね
」

と
好
印
象
。

ま
た
、
演
奏
会
に
は
、
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
大
友
幸
世
さ
ん
も
特
別
出

演
し
、
こ
の
演
奏
会
を
盛
り
上
げ
た
。

ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ラ
ス
で
は
、「
こ

れ
を
機
会
に
男
性
会
員
も
是
非
、
入

会
し
て
ほ
し
い
」
と
男
女
を
問
わ
ず

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

混声のハーモニーを満喫するクリスタルコーラス

ク
リ
ス
タ
ル
、
旭
川
混
声
合
唱
団
と
共
演

北
海
道
綱
引
連
盟
が
寄
贈

綱
引
き
用
具
で
普
及
促
進

♪
♪
♪

混
声
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
夢
の
中
！
♪
♪
♪

寄贈を受けた綱引き用レーンマットと
巻き取り機、綱引き用ロープ一般用
（左）・少年用（右）

お願い、ブリコ拾ってください お願い、ブリコ拾ってください !!!!
近年、苫前海岸には、ハタハタふ化放流の効果により、ブリコ
が打ち上げられます。留萌中部ハタハタ研究会では、ふ化放
流試験を行い、ハタハタの資源を増やそうと努力しています。
打ち上げられたブリコは、受精しており、まだ、生きています。 
ブリコを見つけた方は、下記までご連絡をお願いします。 

近年、苫前海岸には、ハタハタふ化放流の効果により、ブリコ
が打ち上げられます。留萌中部ハタハタ研究会では、ふ化放
流試験を行い、ハタハタの資源を増やそうと努力しています。
打ち上げられたブリコは、受精しており、まだ、生きています。 
ブリコを見つけた方は、下記までご連絡をお願いします。 

◆連絡先　北るもい漁協苫前支所　64－2331　能登職員 
　　　　　留萌北部水産指導所　67－2034　本家普及員
　　　　　　　　　　　　　　　　留萌中部ハタハタ研究会 

◆連絡先　北るもい漁協苫前支所　64－2331　能登職員 
　　　　　留萌北部水産指導所　67－2034　本家普及員
　　　　　　　　　　　　　　　　留萌中部ハタハタ研究会 



広報とままえ　11月号　4頁

リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
田
口
玲
氏

（
旭
川
市
在
住
）
ほ
か
、
北
海
道
ジ
ム

カ
ー
ナ
ト
ッ
プ
選
手
三
名
を
講
師
に
、

よ
り
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
指
導
さ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
町
内
外
に
お
け

る
商
工
青
年
部
員
な
ど
三
十
名
。
駐

車
場
で
、
コ
ー
ナ
ー
リ
ン
グ
や
ス
ラ

ロ
ー
ム
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
な
ど
ド
ラ

イ
ブ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
実
技
指
導
が
行

わ
れ
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
、

体
感
で
き
な
い
車
両
性
能
や
運
転
技

術
の
限
界
を
確
認
で
き
、
参
考
と
な

り
ま
し
た
」
と
参
加
者
の
好
評
を
得

て
い
た
。

苫
前
消
費
者
協
会
（
会
長
林
千
代

美
）
で
は
、
十
月
十
三
、
十
四
日
の

両
日
リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
会
を
開
催
し
、

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
布
を
活
用

し
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
い
エ
プ
ロ
ン
や
バ
ッ
ク
な
ど
を
作

製
し
た
。

持
ち
寄
ら
れ
た
布
の
中
に
は
、
傘

に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
防

水
加
工
さ
れ
た
特
製
を
活
か
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
方
法
に
つ
い
て
、
会
員
同

士
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
う
な
ど
、

楽
し
い
時
間
と
な
っ
て
い
た
。

「
今
は
、
色
々
な
も
の
が
安
く
購

入
で
き
、
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
る
時

代
。
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、

物
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

み
ん
な
楽
し
く
や
っ
て
ま
す
」
と
林

会
長
や
会
員
の
会
話
も
弾
ん
で
い
た
。

10月6日ヤルンジ
ャー企画「匠楽校」
で、高齢者14名が苫
前厚生病院を見学。
人間ドックや検査体
制の充実を知り、病
院食の試食では、栄
養管理しながらも工
夫された味付けに大
満足していた。

高齢者は、現在の病院機能や職員体制、診療体制な
どを、佐藤恭範事務長から説明を受け、ＣＴや超音波
など都市病院にも劣らない検査機器に、ほとんどの検
査はこの病院でできることを知った。「定期的に旭川で
検査受診していたが、これからは、ここで出来る」と
交通費や時間を節約できることを歓迎した。また、人
間ドックは、今年から１日３名受入体制を整え、「ふわ
っと入浴券」をサービス。昼食メニューも好評で、11
月からお刺身も出るとのこと。一度、利用してみては
いかがでしょうか。

十
月
二
日
と
ま
ま
え
夕
陽
ヶ
丘
未

来
港
公
園
駐
車
場
で
、
町
商
工
会
青

年
部
主
催
（
部
長
千
葉
勇
一
）
に
よ

り
第
一
回
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
全
日
本
ジ
ム

カ
ー
ナ
二
〇
〇
〇
年
Ａ
Ⅱ
ク
ラ
ス
シ

ブレーキの制動距離を
確認する参加者

アイディアを出し合い会話も弾む会員たち

現役戦隊ヤルンジャー「匠楽校」
病院食や検査体制に大満足！

役
に
立
つ
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
セ
ミ
ナ
ー

リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
で

エ
プ
ロ
ン
や
バ
ッ
ク
作
製

ジ
ム
カ
ー
ナ
元
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
指
導

こ
の
本
は
、
戦
後
の
強
制
抑

留
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
、
歴
史
的
な
戦
後
の

強
制
抑
留
を
知
る
う
え
で
貴

重
な
も
の
。

森
英
一
さ
ん
は
、
大
正
十
年
に
九

重
で
生
ま
れ
十
六
歳
ま
で
在
住
。
そ

の
後
川
崎
市
へ
転
出
し
、
働
き
な
が

ら
商
業
学
校
へ
通
う
が
、
昭
和
十
七

年
軍
隊
へ
召
集
さ
れ
、満
州
に
派
兵
。

昭
和
二
十
年
の
終
戦
と
共
に
、
シ
ベ

リ
ヤ
で
二
年
間
抑
留
生
活
を
経
験
さ

れ
た
。
寄
贈
は
、
体
調
不
良
の
た
め

親
族
の
森
晃
一
さ
ん
が
「
苫
前
時
代

の
友
達
も
多
く
が
、
戦
争
に
借
り
出

さ
れ
、
亡
く
な
っ
た
方
も
い
る
。
是

非
、
苫
前
の
方
に
も
見
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
の
森
英
一
さ
ん
の
言
葉
を

伝
え
、
森
町
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

森晃一さんから手渡された抑留史

十
月
二
十
四
日
財
団
法
人
全
國
強

制
抑
留
者
協
会
の
評
議
員
で
あ
る
森

英
一
氏
（
84
歳
）
か
ら
、
平
和
記
念

事
業
特
基
金
が
刊
行
し
た
「
戦
後
強

制
抑
留
史
」全
八
巻
が
寄
贈
さ
れ
た
。

『
戦
後
強
制
抑
留
史
』
全
８
巻

森
英
一
氏
（
札
幌
）
寄
贈

「
癒
し
の
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
」

で
本
町
を
訪
れ
て
い
た
ハ
ー
プ
奏
者

山
崎
祐
介
さ
ん
が
、
十
月
十
三
日
コ

ン
サ
ー
ト
に
先
駆
け
て
町
内
中
学
校

を
訪
問
。
生
徒
は
、
生
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
演
奏
を
堪
能
し
た
。

山
崎
さ
ん
は
、
東
京
芸

術
大
学
を
卒
業
し
、
国
際

ハ
ー
プ
コ
ン
グ
レ
ス
に
出

演
す
る
な
ど
、
世
界
で
活

躍
す
る
日
本
を
代
表
す
る

ハ
ー
プ
奏
者
。
生
徒
を
前

に
、
ハ
ー
プ
の
基
本
技
術

や
音
の
仕
組
み
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も
に
、
ヘ

ン
デ
ル
の
ハ
ー
プ
協
奏
曲
な
ど
ク
ラ

シ
ッ
ク
五
曲
を
披
露
し
、
か
ろ
や
か

で
心
地
よ
い
ハ
ー
プ
の
音
色
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
っ
た
。

ま
た
、
山
崎
さ
ん
は
翌
日
、
苫
前

幸
寿
園
を
慰
問
し
、
入
所

者
に
演
奏
を
披
露
す
る
と

と
も
に
、
十
五
日
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
地
元
小
学
生

や
ク
リ
ス
タ
ル
コ
ー
ラ
ス

と
共
演
す
る
な
ど
、
ハ
ー

プ
演
奏
を
通
じ
て
ク
ラ
シ

ッ
ク
交
流
を
図
り
、
ハ
ー

プ
の
魅
力
を
伝
え
て
い

た
。

ハ
ー
プ
の
音
色
で
生
徒
も
う
っ
と
り

奏
者
山
崎
祐
介
さ
ん
町
内
中
学
校
訪
問

リ
フ
ォ
ー
ム
講
習
で

エ
プ
ロ
ン
や
バ
ッ
ク
作
製
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苫

前

町

防

犯

診

断

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

①火災や救急が発生し、一般電　
話で１１９番通報する場合は、
局番なしの「１」「１」「９」
とかけて、電話がつながりま
したら「場所・住所・状態・
通報者の氏名」を伝えてくだ
さい。
②町内において携帯電話で１１
９番通報した場合は、最初に
稚内消防へつながります。火
災・救急に限らず、場所・状
況を詳しく伝えてください。
③１１９番は火災・救急の緊急
専用電話です。各種　届出や
問合せなどの一般要件は、消
防各支署へおかけ下さい。

平成17年度消防設備士講習が札幌・旭川等で平
成18年1月16日～3月10日までの間に各地で実
施されます。尚、受付期間は平成17年11月25
日から12月15日までとなっています。詳細は
消防古丹別支署か苫前支署にお問合せ下さい。

秋の火災予防運動

119番通報についてのお願い

平成１７年度消防設備士講習

秋の火災予防運動
パレードや街頭ＰＲを展開

避難訓練や救急救命講習も実施！

同
に
よ
り
、
全
国
地
域
安
全
・
暴
力

追
放
推
進
期
間
に
併
せ
て
、
一
般
家

庭
の
防
犯
診
断
を
実
施
し
た
。

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
合
言
葉
に
、
警
察
署
員
と
防

犯
協
会
連
絡
責
任
者
十
二
名
が
二
班

に
分
か
れ
、
古
丹
別
市
街
地
八
十
五

軒
を
訪
問
。
防
犯
に
関
わ
る
啓
発
物

品
を
手
渡
し
、
注
意
を
呼
び
か
け
た
。

今
の
時
代
何
が
起
こ
る
か
、
わ
か

り
ま
せ
ん
。
戸
締
り
は
、
し
っ
か
り

と
し
ま
し
ょ
う
！

十
月
二
十
日
苫
前
町
防
犯
協
会

（
会
長
森
利
男
）
と
羽
幌
警
察
署
が
共

防犯啓発物品を手渡す
防犯協会連絡責任者

あ
町内４施設の指定管理者を公募！ な

た
の
お
家
は
安
全
で
す
か
？

町が管理する施設において、民間の能力を活用し、住民サー
ビスの向上と経費削減を目指すため、指定管理者制度が導入さ
れました。従来の管理委託とは異なり、町の出資法人や公共団
体等に限らず、民間事業者も議会の議決を経て、指定管理者と
なることができます。
町では、次に掲げる施設について、平成１８年４月からの導
入に向け、次により指定管理者を公募します。

なお、公募要項等は、苫前町ホームページで公表するほか、
公募関係書類は役場担当係並びに古丹別支所、関係施設で配布
いたします。詳細は担当係までお問合せ下さい。

◇公募期間　１１月１日～１２月１２日
◇公募を行う施設及び担当係
①新日本海地域交流センター（企画振興課商工観光係）
②ななかまどの館（企画振興課商工観光係）
③生きがいデイサービスセンター（町民課しあわせ係）
④若者交流センター（教育委員会管理課学校管理係）
◇公募説明会（日時、場所等は担当係までお問合せください。）
各施設で、１１月１５日から１７日の期間に行います

携帯電話
１１９番
連絡系統

稚内消防
↓

↓

↓ ↓

羽幌消防

苫
前
消
防

古
丹
別
消
防

10月17日古丹別保育所の幼
年消防クラブ員45名が街頭パ
レード。

10月18日農協婦人防火クラ
ブ会員が古丹別支署前にて街
頭ＰＲ。啓発物品とともに防
火を呼びかける。

10月5日古丹別分団の秋季演
習模擬火災訓練が、萌州建設
苫前事務所で行われた。

10月20日苫前保育園の幼年消
防クラブ員30名が、シルバー
防火クラブの高齢者や農協婦
人防火クラブ会員とともに、

街頭パレード。谷田有希くん（5才）が「火遊びは
絶対しません」と誓いの言葉を述べた。

10月19日古丹別
中学校で、煙の
中を避難訓練。
のどが痛くなる
ほどの煙に、火
災の怖さを体感
した。

10月19日苫前中
学校では、救急
救命講習。三角
巾での止血や人
工呼吸や心肺マ
ッサージを学ん
だ。

暖房機を使用する時期となりました。
火気の取扱いには十分ご注意下さい。
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身
の
運
動
能
力
を

把
握
す
る
と
と
も

に
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
。

午
前
中
の
体
力
テ
ス
ト
会
に
は
、

古
丹
別
野
球
少
年
団
や
高
齢
者
、
一

般
の
二
十
二
名
が
参
加
。
立
ち
幅
跳

び
や
上
体
お
こ
し
な
ど
、
年
代
別
に

体
力
診
断
を
行
い
、
少
年
団
で
は
白

府
研
人
く
ん
（
古
小
六
年
）
が
最
高

と
な
る
二
級
を
獲
得
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
の

出
店
で
は
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
や
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な

ど
各
種
団
体
が
指
導
に
あ
た
り
、
ス

ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の

珍
し
い
種
目
も
用
意
さ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
二
十
七
名
が
参
加
。
全
種
目

に
挑
戦
す
る
親
子
な
ど
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
だ
。

設
内
を
案
内
し
、
ア
ラ
ス
カ
か
ら
輸

入
さ
れ
た
冷
凍
ニ
シ
ン
か
ら
、
黄
色

い
色
鮮
や
か
な
数
の
子
に
な
る
ま
で

の
加
工
行
程
を
説
明
。
マ
イ
ナ
ス
三

〇
℃
の
貯
蔵
冷
蔵
庫
内
に
案
内
さ
れ

た
児
童
は
、
あ
ま
り
の
寒
さ
に
悲
鳴

を
あ
げ
な
が
ら
も
「
鼻
が
凍
る
」
と

楽
し
む
と
と
も
に
、
数
の
子
の
包
装

過
程
で
は
、
殺
菌
に
よ
る
衛
生
管
理

の
重
要
性
も
学
ん
で
い
た
。

岡
田
水
産
㈱
で
は
、
年
間
二
〇
〇

ト
ン
も
の
数
の
子
が
生
産
さ
れ
て
お

り
、
試
食
し
た
児
童
は
「
ち
ょ
っ
と

し
ょ
っ
ぱ
い
け
ど
、
コ
リ
コ
リ
し
て

美
味
し
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

十
月
十
九
日
苫
前
小
学
校
三
年
生

が
町
内
水
産
加
工
場
岡
田
水
産
㈱
を

訪
れ
、
数
の
子
の
加
工
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

工
場
で
は
、
岡
田
裕
幹
専
務
が
施

こ
の
史
跡
め
ぐ
り
は
、
郷
土
史
研

究
会
（
野
澤
哲
美
会
長
と
松
岡
満
雄

副
会
長
）
が
案
内
役
を
務
め
、
香
川

に
あ
る
庄
内
藩
に
よ
る
「
陣
屋
の
跡
」

や
苫
前
下
町
の
本
町
教
育
の
始
ま
り

と
な
っ
た
「
寺
子
屋
発
祥
の
地
」、
苫

前
町
開
基
の
基
点
と
な
っ
た
「
戸
長

役
場
跡
」
な
ど
を
見
学
。
案
内
役
と

な
っ
た
野
澤
さ
ん
と
松
岡
さ
ん
は
、

当
時
の
生
活
の
情
景
を
含
め
、
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。

ま
た
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
三
毛

別
羆
事
件
の
様
子
や
昭
和
初
期
に
お

け
る
農
漁
業
工
具
な
ど
の
展
示
物
を

見
学
。
児
童
は
、
当
時
の
農
作
業
や

漁
業
の
様
子
を
思
い
描
き
、
開
拓
の

苦
労
を
肌
で
感
じ
取
っ
て
い
た
。

十
月
二
十
二
日
町
公
民
館
に
お
い

て
カ
ン
ガ
ル
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
ア
メ
リ
カ
の
お
祭
り
「
ハ
ロ
ウ

イ
ン
」
で
お
馴
染
み
の
お
化
け
カ
ボ

チ
ャ
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
親
子
十
七
組
四

十
名
。
地
元
農
家
に
依
頼
し
育
て
ら

れ
た
ハ
ロ
ウ
イ
ン
カ
ボ
チ
ャ
を
、
子

ど
も
た
ち
が
三
角
や
丸
、
ハ
ー
ト
な

ど
の
形
で
顔
を
描
き
、
保
護
者
が
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
段
ボ
ー
ル
カ
ッ
タ

ー
で
く
り
抜
き
、
次
々
と
お
化
け
カ

ボ
チ
ャ
を
完
成
さ
せ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
完
成
し
た
お
化

け
カ
ボ
チ
ャ
を
一
列
に
並
べ
、
記
念

撮
影
。「T

rick
or
T
reat

（
お
菓
子

を
く
れ
な
い
と
、
い
た
ず
ら
し
ち
ゃ

う
ぞ
！
）」
と
言
っ
て
、
お
菓
子
を
受

け
取
っ
て
い
た
。

十
月
九
日
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
体
力
テ
ス
ト
会
並
び
に

ス
ポ
ー
ツ
の
出
店
が
開
催
さ
れ
、
自

十
月
五
日
苫
小
四
年
十
六
名
と
同

月
十
八
日
古
小
四
年
生
二
十
三
名
が
、

町
内
の
史
跡
め
ぐ
り
と
町
郷
土
資
料

館
を
見
学
。
苫
前
町
の
歴
史
に
触
れ
、

町
の
発
展
を
再
確
認
し
た
。

体力の限界に挑戦するスポーツ少年団員数の子加工の説明を受ける児童

お化けカボチャの完成を喜ぶ子どもたち

本町教育の始まりとされる寺子屋発祥の地を
説明する松岡満雄さん（写真右上）

体
力
測
定
で
体
力
年
齢
診
断
！ 
体
力
測
定
で
体
力
年
齢
診
断
！ 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
町
民
体
力
テ
ス
ト
会 

郷
土
史
研
究
会
が
案
内
役

数
の
子
水
産
加
工
を
見
学
！

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
気
分
で 

お
化
け
カ
ボ
チ
ャ

お
化
け
カ
ボ
チ
ャ 

　
　
　
づ
く
り
に
挑
戦

　
　
　
づ
く
り
に
挑
戦 

お
化
け
カ
ボ
チ
ャ 

　
　
　
づ
く
り
に
挑
戦 

苫前町の主な史跡の概要

①運上屋跡
文化元年（1804年）、栖原角兵衛が運上屋の支配人と
して着任し運上屋を建て、アイヌの捕った魚や本州の産
物を買い取ったり、運上金（税金）の徴収をしたりして
いた。いわば開港場の交易の役所。

②陣屋の跡
安政６年（1859年）、「トママエ」は庄内藩の所領とな
り、藩主は古丹別・川尻の地の利と、背後の広大な平野
を有することに着目し、ここに陣屋を築く。（陣屋とは軍
兵の集まっているところの意）藩士の石川小兵衛が取り
締まりの任に当たる。

③寺子屋発祥の地
明治９年（1876年）、医師村山謙造氏が札幌病院苫前
出張所勤務となり、自宅で読み・書き・算数を教えたの
が本町教育の始まりとなり、明治１６年に仮校舎として
稲荷堂を使用し、苫前小学校が公設された。

④戸長役場跡
明治１３年（1880年）、苫前・力昼・白志泊の３ヶ村
を統合して、戸長役場を苫前に置いたのが苫前町の始ま
り。最初の戸長は桐山三四郎。

町郷土史研究会作成「とままえふるさと歴史マップ」より抜粋
この歴史マップは、苫前町ホームページで公開しています。



広報とままえ　11月号　7頁

社会教育からのお知らせ

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

社会教育からのお知らせ11月

○日　　時　11月30日（水）午後６時30分～午後８時30分
○場　　所　苫前町公民館講堂
○対　　象　町内に在住している方であれば誰でも
○内　　容　◇講　演「食育って何？」

講　師　市立名寄短期大学教授　小平洋子氏
◇説　明「各世代への応援プログラムについて」

社会教育課職員
※苫前町ＰＴＡ連合会研修会を兼ねて実施します。

とままえふるさと教育セミナー

とままえパソコン塾「インターネット」

○期　日　11月21日（月）、24日（木）、28日（月）
12月１日（木）、８日（木）、12日（月）

○時　間　午後４時～午後５時３０分
○場　所　苫前町公民館
○対　象　小学校１年生～３年生

○講　師　真下教子氏
（真下教子バレエ研究所）

○内　容　クラシックバレエの
基礎の指導

※詳細はチラシを配布します。

とままえ子どもの文化体験事業

「クラシックバレエ教室」

●なまえ　　安藤　麻里（あんどう　まり）
●ほうふ　　北海道教育大学旭川校で生涯学習につ

いて学び、図書司書資格
を取得しました。生まれ
育ったこの地で働けるこ
とをうれしく思っており
ます。地域の皆さんが気
軽に集まることのできる
「温かい雰囲気の図書室」
を目指してがんばります。
図書のリクエストも随時
募集していますので、ぜ
ひご利用下さい。

平成18年『苫前
町成人式』を来年1
月8日(日)苫前町公
民館において開催
します。成人対象
者は、昭和60年4月
2日から昭和61年4
月1日までに生まれ
た方です。

対象者へは11月下旬にご案内いたしますが、案
内状が届かなかった方、転出された方など、苫前
町成人式に出席を希望される方は、12月16日ま
でに町公民館までお申し出ください。

○日　時　11月28日（月）
午後７時～午後８時30分

○場　所　苫前中学校
○内　容　はじめてのインターネット
○指　導　社会教育課職員

インターネットとはなにか
がわかるはず！
はじめての方、大歓迎しま
す。知人・友人などお誘い
合わせのうえ参加をお待ち
しています！

図書司書が変わりました 苫前町成人式
新成人の門出！１月８日開催

「ふるさと苫前町から新しい一歩を踏み出そう！」
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今
月
の
担
当
は
桧
森
保
健
師
で
す
。 
『
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
の
お
す
す
め
』 

健　　康 
ばんざい 

乳
が
ん
検
診
は
何
歳
か
ら
？

今
年
か
ら
乳
が
ん
検
診
は
、
四
〇

歳
以
上
の
女
性
が
、
二
年
に
一
回
検

診
を
受
診
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
く

み
に
、
変
わ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
少
し
で
も
自
覚
症
状
な

ど
の
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
乳
腺

外
科
か
、
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
自
己
触
診
を
！

検
診
の
し
く
み
が
変
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
自
己
触
診

（
自
分
で
乳
が
ん
検
診
を
行
う
こ
と
）

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
自
分
は
乳
が

ん
と
は
関
係
な
い
と
思
わ
ず
に
、
少

な
く
と
も
月
一
回
は
、
自
分
の
乳
房

を
検
診
し
ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
に
罹
患
す
る
人
は
非
常
に

増
え
て
い
ま
す
。
現
在
三
〇
人
に
一

人
以
上
が
、
乳
が
ん
に
か
か
っ
て
お

り
、
決
し
て
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
六
五
歳
以
下
の
女
性

で
は
、
が
ん
の
中
で
も
乳
が
ん
に
よ

る
死
亡
者
が
一
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。乳

が
ん
は
数
あ
る
「
が
ん
」
の
な

か
で
も
唯
一
、
自
分
で
見
つ
け
る
こ

と
の
で
き
る
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
は

主
に
「
し
こ
り
」
の
有
無
で
発
見
さ

れ
ま
す
が
、
し
こ
り
が
小
さ
け
れ
ば

小
さ
い
ほ
ど
、
治
る
確
率
が
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

月に１回、自分で見たり触ったりして、異常がないか
チェックしましょう。もし、しこりに触れるなど異常
を発見したら、速やかに乳房疾患を専門とすする医療
機関で受診することが大切です。
（月経終了後、１週間ぐらいが乳腺の安定のため自己触診に適しています）

□左右の乳房に差はないか
□乳頭に異常はないか
□乳房の表面にえくぼのような
くぼみやひきつれがないか

□乳頭から異常な分泌物はないか

□しこりがないか
□わきの下にぐりぐりした
ものはないか

指で触れる範囲

触り方

子
宮
が
ん
は
、
が
ん
の
で
き
る
部

位
に
よ
っ
て
、
子
宮
頸
が
ん
と
子
宮

体
が
ん
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。

子
宮
が
ん
も
乳
が
ん
同
様
に
増
え

て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
三
〇
〜

四
〇
歳
代
で
の
発
生
が
目
立
ち
ま
す

が
、
近
年
は
若
年
層
に
増
え
て
お
り
、

二
〇
歳
代
で
は
、
二
〇
年
前
か
ら
比

べ
て
三
倍
以
上
も
増
え
て
い
ま
す
。

子
宮
体
が
ん
は
、
五
〇
〜
六
〇
歳

代
に
発
生
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す

が
、
年
々
す
べ
て
の
年
齢
層
で
発
生

率
が
増
え
て
い
ま
す
。

閉
経
後
で
あ
っ
て
も
女
性
で
あ
る

以
上
、
子
宮
が
ん
と
は
無
縁
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

検
診
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

子
宮
が
ん
は
、
初
期
段
階
で
は
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子

宮
が
ん
検
診
は
検
診
の
有
効
率
が
、

非
常
に
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受

け
て
、
早
期
発
見
・
治
療
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

十
月
五
日
公
民
館
で
男
の
料
理
教

室
が
開
催
さ
れ
、
独
身
並
び
に
既
婚

者
男
性
十
八
名
が
参
加

し
、
栄
養
を
考
え
た

「
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」
に
挑
戦
。

慣
れ
な
い
包
丁
さ
ば
き

な
が
ら
も
、
豪
快
な
男

料
理
を
味
わ
っ
た
。

主
催
し
た
の
は
、
道

栄
養
士
会
留
萌
支
部

（
支
部
長
田
井
陽
子
）
の

栄
養
士
八
名
。
毎
年
、

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
今
回
は
、
鍋
が
お
い
し
い

季
節
と
な
り
、
鶏
肉
つ
く
ね
と
鮭
を

用
意
。
参
加
者
の
中
に
は
、
料
理
好

き
の
男
性
も
い
て
「
男
同
士
で
、
料

理
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
」
と
手

馴
れ
た
手
さ
ば
き
で
、
具
材
を
整
え

て
い
た
。

完
成
し
た
ち
ゃ
ん
こ

鍋
は
、
大
き
な
手
で
握

ら
れ
た
お
に
ぎ
り
と
缶

ビ
ー
ル
と
と
も
に
試
食

さ
れ
、
参
加
者
は
「
お

い
し
い
。
で
き
る
も
ん

だ
ね
！
」
と
自
ら
の
手

料
理
を
味
わ
い
、
体
の

芯
ま
で
暖
め
て
い
た
。

Dr.小野の処方せん 
骨
こつ

粗
そ

鬆
しょう

症
しょう

とは、カルシウム不足から骨密度が減少し、骨が
スカスカになり折れやすくなる病気のことです。女性ホルモ
ンには、骨からカルシウムが溶け出すのを抑える働きがある
ため、閉経前後から骨量が減少します。
また、高齢者では骨を強くする働きのあるビタミンＤが不
足ぎみになります。症状としては、慢性の痛み（安静時での
痛み、寝返り時の痛み、前屈時痛、歩行時の痛み、起坐位時
の痛み）や骨折が起こります。
予防としては、カルシウムの摂取で、１日あたり６００㍉
グラムが所要量。これは、牛乳６００㍉リットルに相当する。
その他、乳製品（ヨーグルト）、魚類（いわし丸干し、しし
ゃも）、大豆食品（豆腐、納豆）などに多い。 カルシウム
の吸収を助けるためには、ビタミンＤが必要です。日光浴や
食品（カツオ、マグロ、卵、レバー、干ししいたけなどに多
い）により補えます。ビタミンＫ（納豆、クロレラ）も予防
に効果的です。
運動は、筋肉の強化により骨を保護するだけでなく、骨に
負荷をかけることで、カルシウムを沈着しやすくします。以
上の生活改善と薬剤により治療します。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

骨粗しょう症について

乳
が
ん
に
つ
い
て

子
宮
が
ん
に
つ
い
て

健康管理として自己触診を！

見て チェックする

触って チェックする

乳房の突出している
部分だけでなく、上は
鎖骨、下は肋骨の弓側
のところまで、内側は
胸骨の中央、外側はわ
きの下まで触るように
しましょう！

指でつままず、
指の腹を小さく動
かして、滑らせる
ように、触りまし
ょう！

乳がん・子宮がん検診日程

12月17日（土）全日実施
苫前町福祉センター

12月18日（日）午前のみ
苫前町公民館

詳しくは、回覧にて
ご確認下さい。

ち
ゃ
ん
こ
鍋
に
舌
鼓
！

男
の
料
理
教
室
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

大
切
な
医
療
費
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

お問い合わせ先　苫前町役場町民課しあわせ係
TEL 0164-64-2215（内線273）まで

Ｑ　家族が札幌で入院していますが、病院には寝泊まり
できません。かといってホテルでは高額で泊まるこ
とができません。なにか良い方法はないですか？

「ファミリーハウス」をご存知！
Ａ　「ファミリーハウス」をご存知ですか？
病院では基準看護のため、家族は病院に寝泊りを　
認められていません。家族は面会時間が終わったあ
と、患者を病院に残して泊まるホテルを探さなけれ
ばなりません。家族にとって精神的にも経済的にも
負担は大きいはずです。
「ファミリーハウス」は、これら地方からの入

院患者の付添い家族の負担を少しでもやわらげよう
と、札幌市内の大家さんの協力を得て、安い滞在施
設を提供しています。

近
年
に
お
け
る
医
療
費
は
、
人
口

構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
高
齢
化

と
と
も
に
、
成
人
病
な
ど
の
長
期
治

療
を
要
す
る
慢
性
疾
患
の
増
加
や
医

療
技
術
の
高
度
化
が
主
要
因
と
な
り
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
に
お
い
て
も
、
国
保
加
入

者
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
医
療
費
の

額
が
、
平
成
十
六
年
度
で
は
約
四
十

六
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
急
激
に
増
加
す
る

医
療
費
を
支
払
う
た
め
の
財
源
は
、

国
な
ど
か
ら
の
負
担
金
の
ほ
か
国
保

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
で
、
大
半
を
補
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
保
険
税

の
引
き
上
げ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
負
担

増
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
本
町
の
場
合
、
同
じ
病
気
で

複
数
の
病
院
を
受
診
す
る
『
重
複
受

診
者
』
が
全
加
入
者
の
二
・
七
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
（
全
道
平
均
は

一
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
ど
、
比

較
的
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
無
駄
使
い

を
な
く
す
た
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」

を
も
ち
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受

診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
と
め
る
な
ど
、
医
療
費
の

有
効
活
用
に
心
が
け
、
今
後
と
も
医

療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

医
療
費
抑
制
の
た
め
に

増
え
続
け
る
医
療
費

国保の保険税は、加入者皆さん
の医療費の給付などの費用に充当
され、国などからの負担金ととも
に国保の貴重な財源として、全体
の約４割を占めています。皆さん
が医療費の一部を負担するだけで
医療費が受けられるのも、国保の
健全な運営が確保されているから
です。
しかし、医療費の増崇（ぞうす

う）や保険税の未納によって、国
保財政は非常に不安定な状況とな
っています。

国保財政が健全に運営され、皆
さんが安心して医療を受けられる
よう保険税の納付推進にご協力く
ださい。

保険税を納めましょう！

◇利用料金　一泊　1,000円～2,500円
◇お問合せ先
ボランティア団体　北海道ファミリーハウス
〒060-0807
札幌市北区7条西6丁目北苑マンション407
TEL 011-716-4161 FAX 011-716-4162
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社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
十
七
年
十

月
三
十
一
日
（
月
）
か
ら
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
年
金
に
関
す
る

電
話
で
の
相
談
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー(

全
国
二

十
三
か
所
）
と
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
中
央
年
金
相
談
室
の
電
話
番
号
を
二

つ
の
全
国
共
通
電
話
番
号
に
集
約
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
り
効
率
を
図

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

電
話
番
号
は
、
▽
年
金
請
求
な
ど
の

に
つ
な
が
り
ま
す
。

通
話
料
金
は
、
一
般
固
定
電
話
の

場
合
、
接
続
先
に
か
か
わ
ら
ず
、
市

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

電
話
機
の
設
定
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
電

話
機
に
よ
っ
て
は
、
ご
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
他

の
電
話
機
で
お
か
け
直
し
い
た
だ
く

か
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
中
央
年
金

相
談
室
の
こ
れ
ま
で
の
電
話
番
号
は
、

十
月
三
十
一
日
以
降
ご
利
用
に
な
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.sia
.g
o
.jp

年
金
相
談
が
、
�
〇
五
七
〇
―
〇
五

―
一
一
六
五
（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）
番
、

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金
相

談
が
、
�
〇
五
七
〇
―
〇
七
―
一
一

六
五
（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）
番
と
な
り
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
全

国
の
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の

う
ち
、
回
線
が
空
い
て
い
る
と
こ
ろ

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

あなたを守るために！
ストーカー・配偶者暴力から 電

話
で
の
年
金
相
談
は

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」へ

住
民
票
の
写
し
の
交
付
や
印
鑑
登

録
証
明
証
の
交
付
な
ど
の
窓
口
業
務

の
受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
45
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
が
、
お

仕
事
の
都
合
な
ど
で
時
間
内
に
利
用

で
き
な
い
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
受
付
時
間
を
試
験
的
に
延
長
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
期
間
で
の
窓
口
の
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
、
平
成
十
八
年
度
以
降

の
受
付
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
検
討

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
実
施
期
間
や
期
間
中

に
取
り
扱
う
業
務
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

試
験
的
に
延
長
す
る
期
間
や
曜
日

①
実
施
日

11
月
４
日
か
ら
12
月
26
日
ま
で
の

月
曜
日
と
金
曜
日

②
延
長
時
間

午
後
５
時
15
分
か
ら
午
後
７
時
ま

で

延
長
時
間
内
で
取
り
扱
う
業
務

①
戸
籍
及
び
除
籍
の
謄
抄
本
の
交
付

②
住
民
票
の
写
し
及
び
戸
籍
附
票
の

写
し
の
交
付

③
印
鑑
登
録
証
明
証
の
交
付

そ
の
他
留
意
事
項

①
試
験
的
な
受
付
時
間
の
延
長
は
、

役
場
町
民
課
の
窓
口
の
み
で
行
い

ま
す
。
古
丹
別
支
所
で
は
、
行
い

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
延
長
時
間
内
で
取
り
扱
う
業
務
は

記
載
し
た
と
お
り
で
す
が
、
所
得

証
明
書
な
ど
の
税
務
関
係
の
証
明

書
や
身
分
証
明
書
な
ど
の
交
付
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

お
　
　
願
　
　
い

出
産
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届
な
ど

の
戸
籍
に
関
す
る
届
書
は
、
土
・
日

曜
日
や
休
日
な
ど
に
関
係
な
く
い
つ

で
も
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
受
付
処
理
等
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
土
・
日
曜
日
や
平
日
の

勤
務
時
間
以
外
に
届
け
出
ら
れ
る
場

合
は
、
あ
ら
か
じ
め
役
場
に
電
話
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
願
い

ま
す
。

苫
前
町
町
民
課

ストーカーによる被害や配偶者からの暴力で
悩んでいませんか？

ひとりで悩んでいても何の解決にもならない
ばかりか、これからの行為がやがて他の凶悪
犯罪にも発展しかねません。

プライバシーは守られます。
被害が深刻になる前に
相談してください。

昨年７月から被害者保護のための住民基本台
帳閲覧制限支援が実施されています。これは、
ストーカーや配偶者暴力を受けている被害者
及び被害者と同居する方の住所を加害者に知
られないように、住民票の閲覧制限を行う支
援制度です。

詳しくは、お近く
の警察署、駐在所、
市町村窓口でお尋
ね下さい。

羽　幌　警　察　署

相談は、各警察署の相談窓口
又は

相談ダイヤル「＃9110」へ

住
民
の
皆
様
の
利
便
性
の
向
上
を
検
討
す
る
た
め
、

窓
口
業
務
の
受
付
時
間
を
試
験
的
に
延
長
し
ま
す
。
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高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
に

入
学
、
在
学
さ
れ
る
お
子
様
の
保
護

者
の
方
で
、
世
帯
の
年
収
が
九
九
〇

万
円（
事
業
所
得
者
は
七
七
〇
万
円
）

以
内
の
方
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

の
『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』
を
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

◆
融
資
の
概
要

①
ご
融
資
限
度
額
＝
学
生
・
生
徒
一

人
に
つ
き
二
〇
〇
万
円
、
②
返
済
期

間
は
十
年
以
内
、
③
措
置
期
間
は
、

在
学
期
間
内
で
元
金
の
お
支
払
の
措

置
が
で
き
ま
す
、
④
利
率
は
一
・
六

五
％
（
九
月
二
十
日
現
在
）、
⑤
返

済
方
法
は
毎
月
元
利
金
等
返
済
、
⑥

教
育
資
金
融
資
補
償
基
金
の
保
証
又

は
、
連
帯
保
証
人
一
名

詳
し
く
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
旭

川
支
店
（
〇
一
六
六
―
二
三
―
五
二

四
一
）
ま
で

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者
が

死
亡
し
た
り
、
重
度
の
後
遺
症
に
よ

り
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
ご
家
庭
の

お
子
様
の
健
全
な
育
成
が
図
れ
る
よ

う
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
期
間
、
経

済
援
助
を
行
う
貸
付
制
度
で
す
。

◆
貸
付
金
額

一
時
金
　
　
　
十
五
万
五
千
円

入
学
支
度
金
　
　
四
万
四
千
円

月
額
　
　
　
　
　
　
　
二
万
円

◆
貸
付
対
象
者

自
動
車
事
故
が
原
因
で
死
亡
し
た

方
又
は
重
度
の
後
遺
症
が
残
っ
た
方

の
お
子
様
で
、
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童詳

し
く
は
、
独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
旭
川
支
店
（
〇
一

六
六
―
四
〇
―
〇
一
一
一
）
ま
で

お年寄りと家族の　
悩みごと・心配ごとは

011
札幌

－251－2525
ニ コ ニ コ

11月町税の納期

今月は、
固 定 資 産 料
国民健康保険税
介 護 保 険 料

の納入月です。

戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

依
田
　
勝
義
（
56
歳
）
９
月
24
日

古
丹
別

和
田
　
リ
ツ
（
83
歳
）
10
月
５
日

古
丹
別

工
藤
　
千
代
（
88
歳
）
10
月
７
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

斉
藤
　
羽
輝

は

る

高
博
／
瑞
鶴

９
月
23
日
苫
　
前

安
田
　
衣い

咲さ
き

友
男
／
早
苗

９
月
26
日
苫
　
前

長男長女

鎌
　
田
　
尚
　
孝
（
千
葉
県
）
黒
　
田
　
朱
　
美
（

旭
　
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
自
由
民
主
党
苫
前
支
部

支
部
長
　
渡
　
部
　
一
　
男
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
羽
幌
町
　
羽
幌
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
　
　

藤
　
幼
　
稚
　
園
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
香
川
町
内
会
及
び
南
香
川
農
事
組
合
へ
）

○
香
　
川
　
増
　
田
　
喜
　
彰
　
様

（
九
重
白
葉
会
へ
）

○
九
　
重
　
矢
　
田
　
裕
　
樹
　
様

○
苫
前
町
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

苫前地区にある北海道営オリオン団地Ｂ棟
の入居者を以下のとおり募集しますので入居
希望者は、お申し込み下さい。

募集団地の概要
※家賃は所得で異　
なります。
※全戸オール電化
住宅により、現
在使用暖房機等
は使用できませ
ん。
※駐車場の使用は
駐車料金月額
2,540円かかり
ます。
※物置や車庫等の
設置、鳥獣等ペ
ットの飼育はで
きません。

○受付期間　１１月７日～２５日
（受付時間は９：00～17：00）
○受付場所　役場　建設課事務係
○選考基準　応募者が募集戸数を上回った　　

場合は抽選とします。
○入居時期　１２月中旬以降
○問合せ先　役場建設課事務係

住所：苫前町字旭37番地の１
電話：0164-64-2315（内線236）

開設日：月曜日から金曜日
（祝日、年末年始は除く）

相談時間：9：00～17：00

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

道営オリオン団地
入居者募集

国
の
教
育
ロ
ー
ン
ご
案
内

自
動
車
事
故
の
被
害
者
の
方
へ

育
成
資
金
貸
付
け
の
ご
案
内

納期内納入にご協力願います。

苫前町の交通事故情報
平成17年９月末現在

交通事故死ゼロ日数は

９月30日現在で517日

発生件数

８件

死者数

０人

負傷者数

１０人

オリオン団地

所 在 地

募 集 戸 数

階 　 　 数

型 　 　 式

床 面 積

家 賃（円）

Ｂ　棟

字旭40-11

１　戸

２　階

３ＬＤＫ

79.8㎡

24,700～62,800

暮らしのよろず相談や医療、年
金、法律の専門相談もあります。

北海道高齢者総合相談センター
（財）北海道長寿社会振興公社

お
　
詫
　
び

広
報
十
月
号
に
お
け
る
「
議
会
だ

よ
り
」
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て

「
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
」
を
「
産

業
厚
生
特
別
委
員
会
」、「
総
務
文
教

常
任
委
員
会
」
を
「
総
務
文
教
特
別

委
員
会
」
と
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り

ま
し
た
。

ま
た
、
苫
前
中
学
校
で
の
掲
載
写

真
説
明
「
新
校
舎
を
視
察
す
る
総
務

文
教
常
任
委
員
会
」
と
な
っ
て
る
の

は
「
落
成
記
念
式
典
で
公
開
さ
れ
た

新
校
舎
」
と
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
報
発
行
特
別
委
員
会
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月～９月分）
３２，２２６，４９２円

平成17年９月分の実績
・供給電力量

２８２，９６０ｋＷｈ
３，５５０，４４０円

（設備利用率１７．５６％）

▽
十
一
月
三
日
は
「
文
化
の
日
」。

自
由
と
平
和
を
愛
し
、
文
化
を
薦
め

る
祭
日
と
し
て
、
昭
和
二
十
三
年
に

制
定
さ
れ
た
。
▽
昭
和
二
十
一
年
の

こ
の
日
、
戦
争
放
棄
・
主
権
在
民
・

基
本
的
人
権
を
宣
言
し
た
新
憲
法
が

公
布
さ
れ
、
平
和
へ
の
意
思
を
基
盤

と
す
る
文
化
を
発
展
、
拡
大
さ
せ
よ

う
と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
。
▽
国
で

は
、
文
化
の
発
展
功
労
者
な
ど
へ
の

文
化
勲
章
授
与
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、
苫
前
町
で
も
毎
年
、
町
表
彰
式

が
行
わ
れ
て
い
る
。
▽
し
か
し
、
国

会
で
は
、
こ
の
平
和
憲
法
の
改
正
論

議
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
先
行

き
不
安
を
感
じ
る
の
は
、
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。
▽
と
も
あ
れ
、
今
月
は
、

文
化
事
業
が
目
白
押
し
。
町
民
文
化

祭
（
展
示
・
舞
台
）、
保
育
所
（
園
）

の
お
ゆ
う
ぎ
会
、
苫
前
寄
席
、
体
育

文
化
表
彰
と
交
流
の
集
い
な
ど
。
▽

文
化
の
楽
し
み
方
は
、
色
々
あ
り
ま

す
が
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
文
化
と
ふ

れ
あ
い
ま
す
か
！

編

集

雑

記

帳

このコーナーでは、町内
の保育所（園）児や小中学
校児童生徒の作品を紹介し
ています。
次の12月号では、特別
企画『町民ギャラリー』を
掲載致します。公民館フェ
ステバル展示部門作品か
ら、町民皆様の作品をご紹
介いたします。

苫前小学校児童の作品

『郷土資料館』

屋根の色が上手くい
きました。

６年

五十嵐大空くん

『港で働く人』

色をぬるとき、ぬ
り方を変えてやり
ました。

４年

丹羽れいあさん

『道路を守る車』

むずかしいところ
は、細かく書くと
ころです。

２年

森 いつきさん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『豊國寺』

へいと屋根と木の
葉っぱの色やぬり
方を工夫しました。

５年

瀬川 知未さん

『クレーン』

うまくできた所は、
のるところです。
ここは水色にぬり
ました。 ３年

千田 大貴くん

『クワガタ』

クワガタの形
と色が気に入
っています。

１年

千葉 優花さん

『かわいい鳥』

羽ののりづけ
が難しかった
けど、上手く
できました。

４年

中村 春佳さん

『うみ』

「う」のはらい
が力づよく、
かっこよくか
けたので、気
に入っていま
す。

１年

本田 脩陽くん


